
「持続」に関する実践目標 「進化」に関する実践目標

・下水道局では、流域下水道事業の健全経営を行っていくため、「下水道局経営戦略」において目標や指針を
定めている。（平成30年1月策定）

・これらを具体的に実現するため「下水道局経営マネジメント目標」により、実践目標や主な取組を定め、建設
改良事業について「5年間で1,000億円程度（年200億円程度）」の投資目標を設定した。（平成31年1月策定）

・投資目標と整合を図りながら施設整備を進めるため「下水道局ストックマネジメント計画」を策定した。
(平成31年1月策定）

・近年の資材価格高騰等を踏まえ、現計画と同水準の整備内容を維持するため投資目標額を改定する。

下水道局経営戦略

下水道局経営マネジメント目標

事業の実践目標や主な取組を定め、
建設改良事業について5年程度の投資目標を設定。

Ⅰ :良好な水環境の確保
Ⅱ :下水道施設の保全
Ⅲ :災害対策の強化
Ⅳ :収支が均衡する安定的・持続的な経営
Ⅴ :効率的な執行体制 の構築

Ⅵ ：良好な水環境の確保
Ⅶ ：市町村支援の充実
Ⅷ ：温暖化対策の推進
Ⅸ ：下水道資源の有効活用
Ⅹ ：新技術等の積極導入

〇目標 ： 24時間365日、絶え間なく流域下水道サービスを提供する。
〇指針 ： 下水処理システムの保全や災害対策の強化など下水道本来の機能を将来に向けて『持続』していくとともに、

下水道資源の有効活用など事業環境の変化に適応する『進化』を遂げる。

投資目標 5年間で1,000億円程度 （年200億円程度）

下水道局ストックマネジメント計画

限られた組織や人員のなか、下水道局経営マネジメント目標で設定
した実践目標や投資目標との整合を図り施設整備を進めるため、
下水道局内部における建設改良事業の総合シナリオを定める。

老朽化対策：流域下水道ストックマネジメント計画

災害対策 ：総合地震対策計画、耐水化計画

下水道資源の有効活用や温暖化
対策に関する事業

処理水量の増加が見込まれる流域に
おける施設の増設

建設改良事業

現行の経営戦略と経営マネジメント目標及び下水道局ストックマネジメント計画

ストックマネジメント計画 令和6年10月改定の概要（参考資料）

(平成30年1月策定)

(平成31年1月策定) (平成31年1月策定)



ストックマネジメント計画 令和6年10月改定の概要（参考資料）

○ 経営マネジメント目標及びストックマジメント計画における投資目標の見直し

下水道局ストックマネジメント計画における投資目標の見直し
現計画：３０年間 約6,000億円（約200億円／年）

↓ 現計画と同程度の改築内容を維持

次期計画：３０年間 約6,900億円（約230億円／年）

経営マネジメント目標で定める投資目標の見直し
現目標：5年間 約1,000億円（約200億円／年）

↓ 現計画と同程度の改築内容を維持

次期目標：5年間 約1,150億円（約230億円／年）

事業規模

建設改良事業
の平準化

経過年数経過年数

事業規模

平成31年

事業規模

建設改良事業
の平準化

現行

見直し後

＜経営マネジメント目標＞

＜経営マネジメント目標＞

＜ストックマネジメント計画＞

＜ストックマネジメント計画＞

経過年数令和6年経過年数

事業規模

下水道施設の機能維持のため
投資目標の増額が必要

投資目標
30年間
約6,000億円／年
（約200億円／年）

平成31年

投資目標
30年間
約6,900億円／年
（約230億円／年）

約２３０億円／年

投資目標
5年間
約1,000億円／年
（約200億円／年）

近年の
人件費、資材高騰等

投資目標
5年間
約1,150億円／年
（約230億円／年）

(平成31年1月策定)

(令和6年10月改定)

約２００億円／年

令和6年

約２００億円／年 約２００億円／年

約２００億円／年

約２３０億円／年



ストックマネジメント計画 令和6年10月改定の概要 （参考資料）
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実績の最終予算額（国の3か年緊急対策及び5か年加速化対策分）
実績の最終予算額（通常分）
見直し案で試算した建設改良事業費

（億円）

（年度）

202.8

13.6 20.4

207.3

22.5
31.1

28.4

178.2 182.9 175.8 218.9 235.1 227.9 222.8 223.8

※3か年緊急対策 ：2020年度までの措置（H30〜R2)
5か年加速化対策：2021年度以降の措置（H3〜R7)


